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ハワイ移民資料館のデータ充実

　

四
境
の
役
１
５
０
周
年
を
記
念
し
て
、
6
月
4
日
、

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

約
３
０
０
人
が
詰
め
か
け
た
会
場
で
は
、
油
田
小
学

校
の
児
童
に
よ
る
ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
劇
が
披
露
さ

れ
、
来
場
者
も
積
極
的
に
回
答
し
、
会
場
は
和
や
か
な

雰
囲
気
に
。
基
調
講
演
で
は
一
坂
太
郎
氏
（
萩
博
物
館

高
杉
晋
作
資
料
室
長
）
に
よ
る
「
四
境
戦
争
は
な
ぜ
起

こ
っ
た
か
」
と
題
し
て
、
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
明
治
維
新

ま
で
の
流
れ
を
、
歴
史
の
裏
話
を
交
え
て
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
大
島
商
船
高
専
の
田
口
由
香
先

生
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
一
坂
太
郎
氏
を
は
じ
め
永
本
隆

道
氏
、
新
山
玄
雄
氏
を
迎
え
、
歴
史
の
転
換
点
と
も
い

え
る
大
島
口
の
戦
い
で
、
島
民
や
高
杉
晋
作
ら
が
幕
府

軍
と
い
か
に
し
て
戦
っ
た
か
、
様
々
な
角
度
か
ら
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

四境の役 150 周年でシンポジウム

戦
艦
「
陸
奥
」
慰
霊
祭
で
平
和
を
願
う

　

日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
に
あ
る
移
民
者
の
検
索
シ
ス
テ
ム
が
、
官

約
移
民
者
の
約
２
万
９
千
人
の
デ
ー
タ
に
加
え
、
官
約
移
民
以
降
に
移

民
会
社
を
通
じ
て
渡
航
し
た
約
10
万
６
千
人
の
デ
ー
タ
も
検
索
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
６
月
22
日
、
一
般

公
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
孫
ら
が
ル
ー
ツ
を

探
し
に
多
数
来
館
す
る
こ
と
か

ら
、
町
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
充
実

さ
せ
よ
う
と
整
備
に
着
手
。
外
務

省
外
交
史
料
館
所
蔵
の
渡
航
者
名

簿
を
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
ト
撮
影
し
、

ハ
ワ
イ
渡
航
者
を
デ
ー
タ
化
す
る

こ
と
で
検
索
が
可
能
に
な
っ
た
ほ

か
、
渡
航
者
名
簿
を
忠
実
に
再
現

し
た
印
刷
物
も
整
備
し
ま
し
た
。

▶
大
勢
の
観
客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
会
場
（
上
）、
大
島
商
船
高
専
「
四

境
の
役
太
鼓
」（
左
下
）、
油
田
小
児
童
に
よ
る
劇
中
ク
イ
ズ
（
右
下
）

　

73
年
前
、
伊
保
田
沖
で
謎
の
爆
沈
を
遂
げ
た
戦
艦
「
陸
奥
」
の
殉
難
将
兵
慰
霊

祭
が
、
爆
沈
の
日
と
同
じ
6
月
8
日
、
伊
保
田
に
あ
る
陸
奥
記
念
公
園
で
営
ま
れ

ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
東
和
陸
奥
顕
彰
会
の
主
催
で
毎
年

こ
の
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
国
か
ら

遺
族
や
関
係
者
約
90
人
が
参
列
。
艦
長
や
副
艦

長
ら
の
子
孫
を
は
じ
め
、
乗
組
員
で
生
存
者
の

篠
原
喜
一
さ
ん
（
長
野
県
）
も
参
列
。
篠
原
さ

ん
は
海
軍
の
歌
「
海
ゆ
か
ば
」
を
独
唱
さ
れ
、

ま
た
、
油
田
地
区
の
吟
詠
友
の
会
の
み
な
さ
ん

は
詩
吟
を
奉
納
す
る
な
ど
、
犠
牲
者
の
冥
福
と
、

平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

▲渡航者名簿を検索する椎木町長

【お知らせ】四境の役大島口の戦い戦没者合同追悼式
7 月 19 日㈫ 午前 11 時～   会場：久賀総合センター


